
資料７  奈良女子大学の教養教育
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国⽴⼤学法⼈ 奈良⼥⼦⼤学 Nara Women's University

「奈良⼥⼦⼤学的教養――５つの
問いと７つのアプローチ」

奈良⼥⼦⼤学にようこそ。
⼤学が「⼤学」である所以の⼀つは、⾼
度な専⾨研究・教育と共に教養教育にあ
ります。では「教養」とは何でしょう
か。
よくある誤解は、幅広い知識や常識、と
いうものです。たしかに知識は⼤切で
す。しかし死んだ知識をいくらたくさん
持っていても、それは教養ではありませ
ん。では、「⽣きた」知とは何でしょう
か。 

実はこれは今、⽇本中の⼤学で問い直さ
れている問題なのです。私たちの奈良⼥
⼦⼤学では、「奈良⼥⼦⼤学的教養」を
敢えて以下のような５つの問いのかたち
で皆さんに提起したいと思います。これ
らの問いを⾃ら考え、共に実践するこ
と、それ⾃体が教養教育であり、その結
果、皆さんの⾝についたものが「教養」
である、と私たちは考えます。

1. 本学の教養教育の理念

５つの問い――

1. ⼤学ならではの学びとは何ですか︖〔⼤学〕
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2. ⼥性ならではの知というのはありますか︖〔⼥⼦〕

3. 奈良で学ぶことを通じてあなたは世界にどんな貢献ができますか︖
〔奈良、グローバル〕

4. ⼤学で学ぶことはあなたと未来の世代の⼈たちにとってどんな意味が
ありますか︖〔次世代育成、未来〕

5. あなたがよく⽣きるために必要な知と技（わざ）は何ですか︖〔価
値、モラル、知識、スキル〕

これら５つの問いを皆さんが考え、実践するために、奈良⼥⼦⼤学の教養教育で私たちが
重視しているのは、次の７つのアプローチです。

７つのアプローチ

1. 知の創造に参加する

⼤学は知の創造の場であり、奈良⼥⼦⼤学の教員は⼀⼈ひとりが第⼀線
の研究者です。
教養教育においても、多様な分野の教員の研究の最先端に触れることを
通じて学びます。

2. 社会的実践に⾶び込む

⼤学の知は社会の現実と切り結ぶ中で創造されます。
社会は豊かな学びの源泉でもあります。仲間と共に社会的な問題の解決
に取り組む実践を通じて、学びの意味を認識し、実感できることを重視
します。

3. 本物に触れる

奈良は様々な「本物の」⽂化財や出来事に接する機会に恵まれた地で
す。
⼤学でも、本物のモノや⼈や古典に触れることを通じて学びます。

4. 背伸びする

⼤学の授業は、受け⾝で知識を与えてもらう場ではありません。
教師が敢えて教えず、学⽣が少し背伸びして、⾃ら⾏動し、調べ、考
え、気づくことを⼤切にします。 また、そのために⾃らの⽣活と学び
を設計し、管理するトレーニングを⾏ないます。

5. しっかり書く
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よく⽣きるためには、物事を論理的に、そして深く考えることが必要で
す。
⾔葉を正確に読み取り、聞き取り、的確に要約して書くトレーニングを
徹底的に⾏なうことを通じて、タフで懐の深い思考の⼒を養います。

6. 問いをあたためる

学問研究の対象も社会的現実も、簡単に短絡的に捉えることができない
複雑さに満ちています。
安易に答えに⾶びつかず、「正しさ」を疑い、問いを持ちこたえ、あた
ためることを⼤切に学びます。

7. 他者と学ぶ、他者から学ぶ、他者を学ぶ

様々な「他者」――⼤学の仲間たち、社会の中で⽴場や専⾨や利害を異
にする⼈たち、異なる⽂化に⽣きる⼈たち――と積極的にコミュニケー
ションし、共に問題解決に取り組む経験を通じて学びます。

以上のような「奈良⼥⼦⼤学的教養」の５つの問いと７つのアプローチは、以下のような
教養教育カリキュラムの全体に具体化されていますが、さらに豊かな学びを実現するため
に、「パサージュ」と「教養コア科⽬」が開講されています。

本学の教養教育は、「幅広い教養と豊かな⼈間性を備えた⼈材を育成する」ことを⽬標と
して、「基礎科⽬群」「教養科⽬群」の２つの科⽬群に分かれています。

2. 基礎科⽬群

本学の教育全体の基礎や前提として、⼊学後の早い時期（１、２年次）に選択履修すべき
科⽬です。次の４つの分野に分かれています。

1. 外国語科⽬

英語、ドイツ語、フランス語のうちから選択履修します。開講科⽬とクラス数の
関係から、各外国語で履修できる単位数が異なります。

外国語科⽬については、学部によって必修とされる単位数や外国語の種類が異な
りますから、注意してください。
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2. ⽇本語科⽬

外国⼈留学⽣のために開講される、⽇本語教育の科⽬です（⽇本⼈学⽣は履修で
きません）。外国⼈留学⽣については、⽇本語科⽬の履修単位が、外国語科⽬の
履修単位として認められます。

3. 保健体育科⽬

保健体育科⽬には、基礎的な内容を扱う「健康運動実習」と、発展的な内容を扱
う「スポーツ実習」があります。
「健康運動実習」は Ｉ と II に分かれ、全学部とも合計２単位が必修となってい
ます。
「スポーツ実習」はＡ（ラケット競技）・Ｂ（チームスポーツ）・Ｃ（その他）
の３分野からなります。様々なスポーツに楽しく挑戦してください。

4. 情報処理科⽬

「情報処理⼊⾨Ⅰ」「情報処理⼊⾨Ⅱ」があります。
「情報処理⼊⾨Ⅰ」では、原則として学部別クラス編成で、ICTの利⽤が当然と
なっている現代社会で活躍するための知識インフラとして、情報、コミュニケー
ション、通信プロトコル、インターネット、情報システム、セキュリティに関し
て体系的に学びます。
「情報処理⼊⾨Ⅱ」では、情報処理⼊⾨Ⅰの発展編として、情報インフラの動作
原理について概要を学びます。コンピュータ内で情報がどのように処理される
か、ハードウェアとOSの両⽅向から理解し、それがどのような形でインターネ
ット上を⾏き来するかを理解します。さらにデータ構造とアルゴリズムについて
も概要を学びます。

教養科⽬群

教養科⽬群は、各⾃の関⼼に応じて、上述の「奈良⼥⼦⼤学的教養」を⾝につけるための
科⽬群です。教養科⽬は専⾨科⽬を学ぶための基礎学習ではありません。従って、全在学
期間を通じて履修できるようになっています。科⽬のテーマから、「⼤学⽣活⼊⾨・パサ 
ージュ」「⼈間と⽂化」「⽣活と社会」「⼈間と⾃然」という4つの分野に分けられていま
す。

※（放送⼤学科⽬）の履修単位は、卒業要件単位の⾃由選択科⽬に算⼊されます。
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「『奈良』⼥⼦⼤学⼊⾨」は、特に新⼊⽣向けの導⼊科⽬で、本学の学⽣としての勉強や
⽣活をスタートする際の⼯夫や注意点が講義されます。１回⽣の最初に履修することを推
奨します。

『教養コア科⽬』
「奈良⼥⼦⼤学的教養」を⾝につけるための中核科⽬として、平成27年度から新たに開講

されている教養科⽬です。

「教養」とは知識の量や幅ではなく、それをどれだけ使いこなせるか、という「機能」で
ある、という考え⽅に基づき、専⾨領域の異なる複数の教員が協働して⼀つのテーマを徹
底的に追求し、ゼミや実習、フィールドワーク、反転授業、ディベートなど、多様な学び
の⽅法論を活⽤することを通じて、皆さんの学ぶ⼒、考える⼒を鍛えます。そして、⼀つ
のテーマに関する深い学びから、関連する様々な「サテライト科⽬」へと、学びが広がり
ます。
多彩な学習⽅法を取り⼊れるため、希望者多数の場合は抽選などで受講者数の制限をする
ことがあります。必ず初回の授業に出席するようにしてください。

［⾼年次教養科⽬］
平成31年度から、3・4回⽣で履修する新たな教養科⽬が新設されました。教養科⽬とい
うと普通は1・2回⽣で履修するイメージかもしれません。しかし「教養」は決して「専

⾨」の基礎ではありません。むしろ本格的に「専⾨」の学び・研究に向かい合うときにこ
そ、そのことの⾃分や社会にとっての意味を問い直すことのできる「教養」が求められま
す（本学の教養教育の理念「奈良⼥⼦⼤学的教養」を参照）。
そこで、平成31年度の新⼊⽣からは、⾼年次（3・4回⽣）で履修する教養科⽬が必修と
なります。 

以下の科⽬を開講予定です。 

［コア］これからの社会で⽣きるために、［コア］古典を読むⅡ

［パサージュ］ １回⽣の最初に⼤学の「学問」に触れ、それが⾼校までの学習と如何に
違うのかを体験する授業です。（←５つの問いの１．⼤学ならではの学びとは何です
か︖） １回⽣前期を前半、後半に分けて、７回（＋共通の全体ガイダンス１回）の１単
位科⽬として設定されています。学部混合で、⼈数は各１５名程度までのミニゼミです。
履修希望者は第3希望まで申し込み、希望多数の場合は抽選で⼈数調整します。

ガイダンス映像はこちら
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履修申し込みはこちら

パサージュテーマ⼀覧

微分積分学と線型代数学

アインシュタインの学問と思想

錬⾦術から現代化学の最先端に⾄る科学史と研究の実例

ゲノム解析技術について知る︓ゲノム情報と遺伝⼦組換えの時代に⽣きる

化学のための数学 〜化学現象の理解の⼿助けとなる微分積分・級数〜

電⼦の振る舞いから考える分⼦の形

メタンから始まる有機物ワールドへのいざない

萬葉集を原⽂で読む

微⽣物と私たちの暮らし

The world population

「触り⼼地」で広がる世界

遺跡から奈良を学ぶ

⽂学研究とポップカルチャー︓吸⾎⻤の意味すること

哲学⼊⾨

「私」はどのようにつくられてきたのか︖－学校と教育を語り直す

ゲームで学ぶ被災⽣活と災害対応

⼗津川村に⾏こう︕― ⼭間地域の暮らしを知る

Planetary Atmospheric Science

栄養疫学〜⾷⽣活と疾病予防の医学〜

SNSとメンタルヘルス

建築で学ぶ感性と⽂化

⽇本・中国の都城と平城宮の計画

放送⼤学教育協⼒型単位互換科⽬

平成18年度から、本学と放送⼤学との間で、単位互換に関する共同研究プロジェ
クトを実施し、平成20年度からは、教育協⼒型単位互換実施校となりました。
放送⼤学との契約に基づき、本学が毎年指定する「放送⼤学教育協⼒型単位互換
科⽬」は、３学部の全学⽣が無料で受講できます。また、本学の履修単位として
認められます。

平成31年度の単位互換科⽬は、「パレスチナ問題」「舞台芸術の魅⼒」「市⺠⽣
活と裁判」「地球温暖化と社会イノベーション」「社会調査の基礎」「社会と銀
⾏」「情報社会のユニバーサルデザイン」「初歩からの宇宙の科学」「環境の可
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Webシラバスへ

交通アクセス キャンパスマップ

ホームページの管理について

視化」の９科⽬です。
詳しくは、冊⼦で配布される『全学教育ガイド』を参照してください。

奈良県内⼤学間単位互換科⽬

平成20年度より、本学は奈良県内⼤学間単位互換協定校に加盟し、県内7⼤学で
開講される授業科⽬を履修できることになりました。この単位互換科⽬は本学の
履修単位として認められます。
また、県内7⼤学の学⽣は、本学開講科⽬のうち指定した科⽬を履修することが
できます。
詳しくは、冊⼦で配布される『全学教育ガイド』を参照してください。

〒630-8506 奈良市北⿂屋東町

プライバシーポリシー

© 2016 Nara Women's University. All Rights Reserved.
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資料 8  工学部専門教育科目の位置づけ・

カリキュラムツリー
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基 幹 発 展 科 目

工
学
部
専
門
教
育
科
目
の
位
置
づ
け

基 幹 必 修 科 目
数

学
の
基
礎

微
分
積
分
、
線
形
代
数
、
確
率
・統

計

情
報

技
術

の
基
礎

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
実
践
、
情
報
学
概
論

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
基
礎

計
測

工
学
概
論
、
電

子
工
学
、
先
端
設
計
生
産
工
学
概
論
、
機
械
工
学
概
論

理
科

の
基

礎
生
体
基
礎
、
物
理
基
礎
、
化
学
基
礎

思
考

関
連

批
判
的
思
考
Ⅰ
、
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
Ⅰ
･Ⅱ

、
技
術
者
倫
理

PB
L科

目
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
演
習
（

PB
L）
、
価
値
創
造
体
験
演
習
（

PB
L）

計
測

と
処

理
の

基
礎

基
礎
生
理
学
、
応
用
線
形
代
数
、

多
変
量
解
析
、
離
散
数
学

思
考

関
連

批
判
的
思
考
Ⅱ
、

起
業
論
、

情
報
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ザ

イ
ン
の
知
識

造
形
基
礎
演
習
Ⅱ
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
演
習
、

歴
史
文
化
工
学
、

技
術
と
理
念
の
日
本
美
術
史
、

植
物
生
産
学

物
質

の
基
礎

物
理
化
学
、

物
理
化
学
実
験
、

有
機
化
学

専 門 基 礎 科 目

健
康

と
福
祉

生
活
支
援
と
福
祉
工
学
、

医
工
学
概
論
、

認
知
神
経
科
学

、
生
体
計
測
基
礎

実
習

計
測

デ
ー
タ
の

処
理

セ
ン
サ
工
学
、
パ
タ
ー
ン
認
識
、

信
頼

性
工
学
、
最
適
化
、

メ
デ
ィ
ア
工
学
演
習

外
部

環
境

建
築
環
境
工
学
、
環
境
・
防
災
科
学
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

都
市
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
、

物
性
工
学

素
材

の
基
礎

高
分
子
構
造
、
無
機
化
学
、

機
器
分
析
化
学
、

応
用
物
理
化
学
実
験
、

有
機
・
無
機
化
学
実
験

専 門 応 用 科 目

外
部

環
境
の
デ
ザ
イ
ン

建
築
都
市
発
展
演
習
Ⅰ
、
建
築
都
市
発
展
演
習
Ⅱ
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
演
習
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
演
習
、
河
川
・
海
岸
工
学
、

芸
術
文
化
発
展
演
習

素
材

の
開
発

高
分
子
材
料
学
、

機
能
性
高
分
子
化
学
、

機
能
性
有
機
材
料
化
学
、

有
機
工
業
化
学

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
知
識

ア
ナ
ロ
グ
回
路
、
デ
ジ
タ
ル
回
路
、

知
能
ロ
ボ
ッ
ト
、
技
術
史

機
械
力
学
、
電
磁
気
学
、
流
体
力
学
、

材
料
力
学
、
熱
力
学
、

実
世

界
と
の

融
合

五
感
情
報
設
計
演
習
、
関
係
デ
ー
タ
分
析
、

ﾋ
ｭ
ｰ
ﾏ
ﾝ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾌ
ｪｰ

ｽ
演
習
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
工
学

卒
業
研
究

感
性

と
生

産
環
境
人
間
工
学
演
習

、
先
端
設
計
生
産
工
学

実
習
Ⅱ

感
性
工
学
、

先
端
設
計
生
産
工
学

実
習
Ⅰ

人
間
工
学

生
体

情
報

の
計
測

生
体
医
工
学
演

習
、

生
体
機
能
学
、

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ネ
テ
ィ
ク
ス

デ
ザ

イ
ン
の
基
礎

創
造
と
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
、
造
形
基
礎
演
習
Ⅰ
、
ｴ
ﾝ
ｼ
ﾞﾆ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾋ
ﾞｼ
ﾞﾈ
ｽ
概
論

PB
L科

目
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
演
習
（

PB
L）
、
ユ
ー
ザ
ー
指
向
開
発
演
習
（P

BL
）
、
社
会
改
善
起
業
演
習
（P

BL
）

プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
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工
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー

専
門

基
礎

科
目

生
理

的
な
性
質

計
測

情
報

の
デ
ー
タ
解

析
外

部
環
境

素
材

の
基
礎

基
幹

発
展

科
目

計
測

と
処

理
の

基
礎

思
考

関
連

デ
ザ

イ
ン
の
知
識

物
質

の
基
礎

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
知

識

専
門

応
用

科
目

外
部

環
境
の
デ
ザ
イ
ン

素
材

の
開
発

実
世

界
と
の

融
合

感
性

と
生

産
生

体
情
報
の
計
測

基
幹

必
修

科
目

数
学

の
基

礎

情
報

技
術
の
基
礎

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の

基
礎

理
科

の
基
礎

思
考

関
連

デ
ザ

イ
ン
の
基
礎

PB
L科

目
（
専
門
選
択
）

PB
L科

目
（
基

幹
必
修

）

教
養

教
育

科
目

専
門

知
識

・
技
術

（
DP

2a
）

問
題

解
決

力
（

DP
2b

）

幅
広

い
知

識
（

DP
1a

）

課
題

想
像

力
（

DP
1b

 ）

協
働

力
（

DP
3a

）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

（
DP

3b
）

プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

育
成

す
る

人
材

像

社
会
へ
の
影
響
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
協
働
し
、
異
分

野
間
で
も
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
技
術
者

社
会
性
と
波
及
力

（
DP

3）
サ

ー
ビ
ス
も
含

め
た
「
も
の

づ
く
り
」に

お
い
て
、
自
身
の
専
門
知

識
と
技

術
を
駆

使
し
て
、
問

題
解

決
に
対

応
で
き
る
技
術
者

専
門

性
と
問

題
解

決
力

（
DP

2）
課
題
発
見
や
ニ
ー
ズ
創
出
を
行
う
際
に
必

要
と
な
る
主

体
的

な
学
習
態
度
を
身
に
つ
け
、
幅
広
い
教
養

に
基

づ
い
て
多

様
な
課
題
を
理
解
し
て
対
応
で
き
る
技
術

者

主
体
性
と
理
解
力

（
DP

1）

卒
業

研
究
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